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2014年度 連結業容及び業績
・2014年度は 「原点回帰」の年と位置付け 今後の成長を確実なものとするために

2014年度

2014年度は、「原点回帰」の年と位置付け、今後の成長を確実なものとするために、
ガバナンス体制の構築を最優先事項として取り組む

実績 前期比

連 結 有 効 会 員 数 3,567万人 ＋177万人

内 国 内 会 員 数 2 464万人 ＋119万人内 、 国 内 会 員 数 2,464万人 ＋119万人

イオン銀行口座数 432万口座 ＋64万口座

連結営業債権残高 3兆2,424億円 ＋4,486億円
（ 債 権 流 動 化 含 む ）

3兆2,424億円 ＋4,486億円

2014年度

実績 前期比 公表差

（ 債 権 流 動 化 含 む ）

実績 前期比 公表差

経 常 収 益 3,290億円 115％ ＋90億円

経 常 費 用 2,759億円 113％ ＋69億円

経 常 利 益 530億円 129％ ＋20億円

当 期 純 利 益 304億円 147％ ＋39億円
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配 当 金 60円 ±0円 －

セグメント別業績

クレジット フィ 銀行 海外 調整額 連結合計クレジット フィー 銀行 海外 調整額 連結合計

経常収益 1,464億円 454億円 416億円 1,125億円 △169億円 3,290億円

前期比 112％ 124％ 101％ 123％ 115％前期比 112％ 124％ 101％ 123％ － 115％

経常費用 1,142億円 435億円 417億円 904億円 △139億円 2,759億円

前期比 111％ 123％ 106％ 120％ 113％前期比 111％ 123％ 106％ 120％ － 113％

貸倒関連費用 88億円 12億円 0億円 297億円 － 397億円

前期比 95％ 393％ 138％ 126％前期比 95％ 393％ － 138％ － 126％

経常利益 321億円 18億円 △0.3億円 221億円 △30億円 530億円

前期比 115％ 159％ 19億円 135％ 129％前期比 115％ 159％ △19億円 135％ － 129％

貸出金残高 3,806億円 185億円 8,800億円 2,573億円 － 1兆4,742億円

貸出金利回り 14.5％ 1.8％ 1.5％ 24.8％ － 9.0％

資金調達コスト 0.5％ 0.9％ 0.2％ 4.0％ － 0.8％
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貸出金利鞘 14.0％ 0.9％ 1.3％ 20.8％ － 8.2％

連結貸借対照表
連結 実績 期首比 連結 実績 期首比連結 実績 期首比

現 金 預 け 金 4,677億円 +510億円

貸 出 金 1兆4 742億円 +1 974億円

連結 実績 期首比

預 金 1兆9,630億円 +2,452億円

有 利 子 負 債 8 069億円 +1 697億円貸 出 金 1兆4,742億円 +1,974億円

内 、 国 内 貸 出 金 1兆2,218億円 +1,580億円

4 164 628

有 利 子 負 債 8,069億円 +1,697億円

内、国内有利子負債 4,359億円 +1,061億円
（内、コールマネー） （763億円） （+714億円）

ｷ ｼ ｸﾞ 小 4,164億円 +628億円

内 、 海 外 貸 出 金 2,573億円 +444億円

内、海外有利子負債 3,709億円 +635億円

利息返還損失引当金 48億円 +17億円

ｷｬｯｼﾝｸﾞ+小口ﾛｰﾝ

割 賦 売 掛 金 1兆382億円 +808億円

支 払 承 諾 見 返 1,836億円 +72億円

買 掛 金 等 3,061億円 △152億円

支 払 承 諾 1,836億円 +72億円

貸 倒 引 当 金 △492億円 △17億円

有 価 証 券 等 4,749億円 +914億円

負 債 合 計 3兆2,645億円 +4,087億円

純 資 産 合 計 3,249億円 +176億円, 億 億

資 産 合 計 3兆5,894億円 +4,263億円

純 資 産 合 計 , 億円 億円

負債及び純資産合計 3兆5,894億円 +4,263億円

自 己 資 本 比 率
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貸 出 金 利 鞘 8.2％ +0.4％ 8.1％ △0.9％（※）

（※貸出金利鞘は前期比）

自 己 資 本 比 率
（ 国 内 基 準 ）



資金調達について
・国内において歴史的な低金利環境が続き、低利の長期資金の調達が可能
・金利上昇やリファイナンスのリスクを鑑み、低金利環境下での長期の資金調達を推進

4 00%
5.00% 【日本】10年国債利回りの推移

1 00%
2.00%
3.00%
4.00%

0.00%
1.00%

1995 2015（年）2000 2005 2010

資金 考 方想定リスク 金利上昇 リファイナンス

短期資金
預金（普通 定期）

長期資金
預金（定期）

資金の考え方

●想定されるﾘｽｸへの対応として、
長期で低金利の資金調達を優先

・預金（普通・定期）
・借入金

＋

・預金（定期）
・社債
・借入金

＋

・調達資金をより高利回り商品へ投資
・長期債権のｵﾌﾊﾞﾗﾝｽ化による
ﾊﾞﾗﾝｽｼｰﾄの効率改善

短期資金枠
・ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ(1回)流動化
・ｺﾐｯﾄﾒﾝﾄﾗｲﾝ等

債権流動化
・住宅ﾛｰﾝ等

＋
【2015年度計画】
・長期債権取扱高5,200億円
・債権流動化額3,500～4,000億円
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ｺﾐｯﾄﾒﾝﾄﾗｲﾝ等
・利益影響額約100億円(前期比△50億円)

2015年度 連結業績予想

業績 想業績予想

業績 前期比

経常収益 3,800億円 116％

経常利益 610億円 115％

当期純利益 330億円 108％

株当たり1株当たり
当期純利益

166円09銭 112％

期末 年間 配当性向第2四半期末 期末 年間 配当性向

配当予想 28 3 38 3 66 6

前期比予想 前期比予想 前期比予想 前期比予想

第2四半期末

39 7 0 4
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配当予想 28円 ＋3円 38円 ＋3円 66円 ＋6円 39.7％+0.4％

経営統合から 振り返り経営統合からの振り返り
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2014年度の位置付け
・2014年度は中長期的な成長に向けた 「原点回帰」の年と位置付け
・国内外の経営資源グローバル視点で共通化

2014年度 ・小売業を基盤とした銀行持株会社

経営資源をｸﾞ ﾞ な視点 捉え共通化
原 点 回 帰

・経営資源をｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな視点で捉え共通化

・ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ体制の構築に専念

2013年度 ・経営統合初年度

第2の創業 新たなﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙでの事業開始

7AEON Financial Service Co., Ltd. 2014年度 決算説明会



振り返り及び課題の認識

振り返り 課題振り返り 課題

業績
・経常利益、当期純利益で
過去最高益を更新

・ｲﾝｽﾄｱﾌﾞﾗﾝﾁ、ATM事業の
黒字化ﾓﾃﾞﾙ確立過去最高益を更新 黒字化ﾓﾃ ﾙ確立

【融資の利便性向上】
・無担保ﾛｰﾝ残高の増加
（2年間で 1 555億円）

・無担保ﾛｰﾝ利用者の拡大
・審査基準の精緻化

（2年間で+1,555億円）
審査基準の精緻化

【ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ力の向上】
・ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀの基盤構築に着手

・顧客分析のｽｷﾙｱｯﾌﾟ、
分析人員の不足

ｼﾅｼﾞｰ

ﾋ ｯｸ ﾃ ﾀの基盤構築に着手 分析人員の不足

【海外事業の強化】
・上場3社を中心に業容・業績を

・融資事業の構成が高い
収益構造からの転換

順調に拡大
収益構造からの転換

【営業力強化と生産性の向上】
・本社機能を統一し 営業部門へ

・各社が持つ金融ｻｰﾋﾞｽの
・本社機能を統一し、営業部門へ
人員をｼﾌﾄ

ｸﾛｽｾﾙ

ｶﾞ ﾞﾅﾝｽ
・国内外で経営管理及び監査 ・成長のためのさらなる
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ｶ ﾊ ﾅﾝｽ
国内外で経営管理及び監査
体制を強化

成長のためのさらなる
ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ体制強化

原点回帰の取り組み（沖縄ﾗｲｶﾑ店）
・4月25日ｵｰﾌﾟﾝの沖縄ﾗｲｶﾑ店は、ｲｵﾝ銀行創業時のｺﾝｾﾌﾟﾄに基づいた店づくりを展開展
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原点回帰の取り組み（沖縄ﾗｲｶﾑ店）
・わかりやすく、便利で、ｽﾋﾟｰﾃﾞｨｰなｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝによりｸﾛｽｾﾙ、ｱｯﾌﾟｾﾙを推進

ｶｰﾄﾞﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ 予約ｼｽﾃﾑ

実際のｶｰﾄﾞをご覧いただき 待ち時間を無駄なく
ﾌﾞﾗﾝﾄﾞｲﾒｰｼﾞを醸成 お買物にご利用

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ

さまざまな金融商品の ﾘｱﾙとﾈｯﾄの融合及び
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さまざまな金融商品の
ご案内によるｸﾛｽｾﾙ

ﾘｱﾙとﾈｯﾄの融合及び
ﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ化の推進

原点回帰の取り組み（鎌取店）
・鎌取店では、立地特性を踏まえたリニューアルを行い既存店を活性化

【リニューアル前】 【リニューアル後】
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ｸﾞﾛ ﾊﾞﾙな

成長に向けた取り組み

ｸ ﾛｰﾊ ﾙな
次世代投資

強化項目 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材

ガバナンス強化 構造改革 成長戦略

【重点投資項目】

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ構造改革 成長戦略

ｼﾅｼﾞｰの創出

ﾃ ｼ ﾀﾙ

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

課題の克服

・ISB、ATM事業のビジネスモデル確立

・海外での融資偏重からの収益構造転換

・業務 ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ改革
海外

課題の克服

業績拡大

業務、ｵﾍ ﾚ ｼｮﾝ改革

利益の拡大 株主還元
内部留保 再投資
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利益の拡大 株主還元
（財務基盤強化）

再投資

今後 方向性に今後の方向性について
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クレジット事業①
・ クレジット事業を構成する各構成要素を強化し、拡大に努める

要素
【ｲｵﾝｶｰﾄﾞ（ﾃﾞｨｽﾞﾆｰ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ）】

若年層の開拓

【G.Gｲｵﾝｶｰﾄﾞ】
ｼﾆｱｼﾌﾄへの対応

会員数

稼働率

【全店舗ﾀﾌﾞﾚｯﾄ募集】 【ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ決済端末】
加盟店

審査 回収

【全店舗ﾀﾌ ﾚｯﾄ募集】
審査ｽﾋﾟｰﾄﾞ向上

【ｽﾏ ﾄﾌｫﾝ決済端末】
審査ｽﾋﾟｰﾄﾞ向上

審査・回収

金融資産ﾃﾞ ﾀ ｸﾚｼﾞ ﾄｶ ﾄﾞﾃﾞ ﾀ【顧客デ タベ ス】

システム
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金融資産ﾃ ｰﾀ ｸﾚｼ ｯﾄｶｰﾄ ﾃ ｰﾀ【顧客データベース】

クレジット事業②
・ 小売の基盤を活用し、ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ及びｱｳﾄﾊﾞｳﾝﾄﾞの取り組みを強化

【インバウンド企画】 【グローバルな取り組み】

国内海外
連結

3 567 2,464
万人

1,103
万人

3,567
万人

【タイ国際航空との取り組み】
搭乗ｹﾞ ﾄにて 国内ｲｵﾝ店舗での

・各国のｲｵﾝｶｰﾄﾞ会員向けに
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・搭乗ｹ ｰﾄにて、国内ｲｵﾝ店舗での
割引ｸｰﾎﾟﾝ配布

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな共通特典を提供



フィービジネス
・ 膨大なお客さまの声が集まるｺｰﾙｾﾝﾀｰを各国で展開展
・ 最新ｼｽﾃﾑの導入、ｾﾝﾀｰ人員の教育により効率性を向上

・お客さまの声
・ノウハウ

タイ（450席） 深圳（500席）

ノウハウ
の蓄積

日本（1,060席）グループ共通の
視点で共有化
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マレーシア(160席)

銀行事業①
・ さまざまなﾁｬﾈﾙから得られる情報をﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化し、ｴﾘｱ分析を実施
・ 研修施設での集中的な人材教育により接客ﾚﾍﾞﾙを向上

ｲﾝｽﾄｱﾌﾞﾗﾝﾁ ｺｰﾙｾﾝﾀｰ Web ATMｲﾝｽﾄｱﾌ ﾗﾝﾁ ｺｰﾙｾﾝﾀｰ Web ATM

教育研修教育研修
利便性の向上

ｸﾛｽｾﾙ

利便性の向上

利用件数拡大ｸﾛｽｾﾙ
ｱｯﾌﾟｾﾙ

利用件数拡大
ｺｽﾄ削減

お客さまﾆｰｽﾞ ATMﾗｲﾝﾅｯﾌﾟ拡充

データベース

ｴﾘｱ分析 ｴﾘｱ分析
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銀行事業②
・経営統合により、さまざまな金融ｻｰﾋﾞｽの提供を開始
・ﾗｲﾌﾌﾟﾗﾝやﾗｲﾌｽﾀｲﾙごとの金融ﾆｰｽﾞからﾀｰｹﾞｯﾄを明確化し、商品をご提案

20代 30代 40代 50代 60代～

預金（普通・定期）

20代 30代 40代 50代 60代

「貯める」

経営統合後

投資信託
お
客
さ

保険

「増やす」

「備える」経営統合後

住宅ﾛｰﾝ

ｵ ﾄﾛ ﾝ

さ
ま

「借りる」

ﾘﾌｫｰﾑ・ｿｰﾗｰﾛｰﾝ

ｵｰﾄﾛｰﾝ「借りる」

小口ﾛｰﾝ

ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ（ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ・ｷｬｯｼﾝｸﾞ）
経営統合前
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小口 ﾝ

海外事業（中華圏）
・香港では加盟店開発強化や現地ｲｵﾝとの取り組みを強化し、ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ及びﾌｨｰ収入を拡大
・中国では、香港とのｼｽﾃﾑ共同開発及び審査・回収ﾉｳﾊｳの共通化を推進

重点実施事項重点実施事項

加盟店開発 ・営業ﾈｯﾄﾜｰｸの拡大加盟店開発
の強化

営業ﾈｯﾄﾜ ｸの拡大
・特典強化による送客促進

ｲｵﾝとの
取り組み強化

・営業企画のﾃﾞｰﾀ分析
・分析結果を活用した販促に

■ 中華圏の経常収益推移

2014 2015

取り組み強化
よりｲｵﾝでの取扱高拡大

（億円）

実績 計画 前期比

経常収益 221 270 122%
中国事業
の強化

・審査、回収ﾉｳﾊｳの共有
・ｼｽﾃﾑの共同開発
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海外事業（メコン圏）
・ﾀｲでは、新たな顧客層の開拓（BTSでの募集強化）及び地方中間所得層の取り込みを強化
・周辺国ではﾍﾞﾄﾅﾑ、ｶﾝﾎﾞｼﾞｱに続き、ﾐｬﾝﾏｰは黒字化を計画

重点実施事項重点実施事項

新たな顧客層 ・BTSとの提携ｶｰﾄﾞ募集強化新たな顧客層
の開拓

BTSとの提携ｶ ﾄ 募集強化
により若年層を開拓

【AEON Rabbit Member Card】 ﾀｲ全国での
展開強化

・地方都市の発展に合わせた
営業ﾈｯﾄﾜｰｸの強化展開強化 営業ﾈｯﾄﾜ ｸの強化

■ メコン圏の経常収益推移

2014 2015

（億円）

ﾀｲのﾉｳﾊｳの
水平展開

・ﾍﾞﾄﾅﾑ、ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ、ﾐｬﾝﾏｰ、
ﾗｵｽへの経営資源投入

実績 計画 前期比

経常収益 634 720 113%
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海外事業（マレー圏）
・ﾏﾚｰｼｱでは、小売と一体となった総合金融事業の取り組みを推進
・ﾏﾚｰｼｱと比較して市場規模が大きいｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、ｲﾝﾄﾞ、ﾌｨﾘﾋﾟﾝへの投資を強化

重点実施事項重点実施事項

ｶｰﾄﾞ会員数 ・ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ税の廃止に伴うｶ ﾄ 会員数
の拡大

ｸﾚｼ ｯﾄｶ ﾄ 税の廃止に伴う
ﾎﾟｲﾝﾄ一体型ｶｰﾄﾞの獲得強化

総合金融の
取り組み推進

・ｲｵﾝとの取り組み強化
・新たな決済機能の導入取り組み推進 ・新たな決済機能の導入

■ マレー圏の経常収益推移

2014 2015

（億円）

周辺国への
投資強化

・ﾏﾚｰｼｱと周辺国の連携を
強化し、業容を拡大

実績 計画 前期比

経常収益 338 410 121%
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審査・債権管理の強化
・日本のﾉｳﾊｳを活用した、審査・債権管理の効率化

中華圏

・各国で蓄積したﾃﾞｰﾀ、ﾉｳﾊｳをもとに、外部受託ﾋﾞｼﾞﾈｽを成長

中華圏

審 査 ：130名
債権管理：220名 日本日本

審 査 ：590名
債権管理：750名

メコン圏

審 査 ： 880名審 査 ： 880名
債権管理：3,580名

連結

マレー圏

審 査 ：500名

連結

審 査 2,100名

債権管理 名
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債権管理：950名 債権管理 5,500名

システムの共通化の取り組み
・各国のｼｽﾃﾑｲﾝﾌﾗの集約および共通化により、国内外で成長を加速長

連結

中華圏

人員 ： 100名

システム人員：730名

日本人員 ： 100名 日本

人員 ： 150名

メコン圏

フィリピン

人員：260名メコン圏

人員 ： 120名

人員：260名

マレー圏

人員 ： 360名
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人員 ： 360名



（参考）ｾｸﾞﾒﾝﾄ別貸倒及び国内利息返還損失引当金の推移

■ 貸倒引当金残高（ｾｸﾞﾒﾝﾄ別）

ｸﾚｼﾞｯﾄ ﾌｨｰ 銀行 海外 連結

期 首 貸 倒 引 当 金 残 高 299億円 28億円 33億円 114億円 475億円

■ 貸倒引当金残高（ｾｸ ﾒﾝﾄ別）

期 首 貸 倒 引 当 金 残 高 299億円 28億円 33億円 114億円 475億円

貸 倒 引 当 金 繰 入 額 88億円 12億円 0億円 297億円 397億円

貸 倒 償 却 額貸 倒 償 却 額
（ 移 管 債 権 等 含 む ） 126億円 9億円 2億円 243億円 380億円

期 末 貸 倒 引 当 金 残 高 261億円 31億円 31億円 168億円 492億円

（国内子会社） ｲｵﾝ銀行：32億円、ｲｵﾝﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾌｧｲﾅﾝｽ：47億円、ｲｵﾝ住宅ﾛｰﾝｻｰﾋﾞｽ：12億円

■ 利息返還損失引当金残高

2013年度 2014年度

期 首 利 息 返 還 引 当 金 残 高 37億円 30億円

利息返還損失引当金繰入額 28億円 58億円

利息返還額（ｷｬｯｼｭｱｳﾄ・元本充当） 35億円 40億円
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期 末 利 息 返 還 引 当 金 残 高 30億円 48億円

（参考）2014年度業績（香港、ﾀｲ、ﾏﾚｰｼｱ）
■ イオンクレジットサービス（アジア）連結業績

2013年度 2014年度

実績 前期比 実績 前期比

経常収益 149億円 126％ 181億円 122％

為替ﾚｰﾄ：香港ドル
・2013年：12.83円経常収益 149億円 126％ 181億円 122％

経常利益 35億円 94％ 48億円 138％

当期純利益 28億円 91％ 39億円 139％

・2014年：14.04円

2013年度 2014年度

実績 前期比 実績 前期比

■ イオンタナシンサップ（タイランド）連結業績

為替ﾚｰﾄ：ﾀｲﾊﾞｰﾂ実績 前期比 実績 前期比

経常収益 489億円 150％ 576億円 118％

経常利益 100億円 160％ 101億円 101％

当期純利益 80億円 171％ 80億円 101％

・2013年：3.21円
・2014年：3.35円

当期純利益 80億円 171％ 80億円 101％

2013年度 2014年度

■ イオンクレジットサービス（マレーシア）業績

実績 前期比 実績 前期比

経常収益 222億円 167％ 283億円 128％

経常利益 73億円 151％ 94億円 129％

為替ﾚｰﾄ：ﾏﾚｰｼｱﾘﾝｷﾞｯﾄ
・2013年：31.30円
・2014年：32.58円
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経常利益 73億円 151％ 94億円 129％

当期純利益 54億円 153％ 70億円 128％

（参考）2015年度業容計画（国内）

2014年度 2015年度年度 年度

実績 計画 前期比

有効会員数 2,464万人 2,600万人 +136万人

カードショッピング取扱高 3兆8,210億円 4兆2,000億円 109.9％

電子マネー取扱高 1兆9 860億円 2兆2 810億円 114 8％電子マネ 取扱高 1兆9,860億円 2兆2,810億円 114.8％

キャッシング残高 3,704億円 4,000億円 +296億円

小口ローン残高 459億円 800億円 +341億円

無担保ﾛｰﾝ残高 4 164億円 4 800億円 +637億円無担保ﾛ ﾝ残高 4,164億円 4,800億円 +637億円
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